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iTenticate講習会開催  

日経テレコン・日経BP記事検索サービス講習会開催  

第1回SALA加盟館 学生協働交流会に参加   

■  

■   

オープンキャンパス（5/19）図書館見学62名、キーワードラリー参加者39名  

図書館見学（5/22）19名  

 

パリの街路樹の下を歩いて  

                理学部 准教授  佐野 香織  

 電子書籍が広く一般に普及して久しい。本棚のスペースは有限であるため、少し気になる本や、どこかで聞いた

話題の本はだいたい電子書籍として購入している。国際線に乗る際、以前は数冊の文庫本を機内に持ち込んでいた

が、今は電子書籍をダウンロードしたiPadひとつで事足りる。非常に便利になったものである。そんな便利な世の

中になった今でも、お気に入りの作家の小説だけは必ず紙の本として購入している。それも単行本で。それらが並

ぶ本棚は美観なので、やはり電子書籍に置換えることはできない。コレクションでもあるのだ。 

 私が紙の本を集めている作家の一人に、辻仁成氏がいる。初めて読んだ作品は、高校3年生の時に学校の図書館で

たまたま手に取った「海峡の光」である。この作品は、その数年前に芥川賞を受賞している。物語の舞台は青函ト

ンネルが間もなく開通する頃の函館である。主人公の斉藤は函館刑務所の刑務官で、ある時、受刑者として現れた

のは小学生の頃に斉藤に陰湿ないじめをしていた花井であった。18年ぶりに再会した花井は斉藤に気づいている素

振りを一向に見せない。さらに、模範的な態度で他の受刑者や刑務官の信頼を得てゆく。自分の存在に気付いてい

るのか、気付いていないのか、刑務官と受刑者という力関係が逆転した立場にありながらも、斉藤の心はかき乱さ

れる。 

 もう10年も前のことだが、親友の結婚パーティーに出席するため、母と2人でパリを訪れた。辻仁成氏がパリ在

住なことはよく知られた話であるが、偶然にも親友と辻氏が友人関係にあり、パーティーの前日に辻氏の家で開か

れた食事会に母と私も招待された。地下鉄の駅から辻氏の家へと続く背の高い秋の街路樹の下を母と歩いた光景を

よく覚えている。6名ほどの小さな食事会では、フランスの家庭料理であるトマトのファルシをはじめとする、辻氏

の絶品手料理をいただいた。ちなみに、辻氏の料理の腕が素晴らしいこともよく知られた話である。私にとっては

15年来ファンであった作家と会えるという幸運だったわけだが、それ以来、母もすっかり辻氏のファンになってし

まった。 

 さて、話を戻して好きな作家の紙の本を集めているとはいえ、その購入方法はもっぱらアマゾンである。欲しい

本が翌日には手元に届きとても便利である反面、それ以外の本に出会う機

会はめっきりなくなってしまった。書店や図書館の醍醐味は目的以外の本

に偶然出会えることではないかと思う。そんな出会いが人生に少しの彩り

をもたらすこともある。高校3年生の私がその本をたまたま手に取ったよう

に。 

図書館彙報  

論文やレポートの書き方、プレゼンのコツに 

ついての本をそろえました！ 

研究室訪問 

アドバイザー通信 

インフォメーション 1階 月別展示 

カレンダーは図書館HPをご覧ください。 

紹介された本は図書館で読めます。  

●『海峡の光』辻仁成著 

（『芥川賞全集』第17巻 文藝春秋 に収録） 

6月中はカウンター前に展示します。 

 
 卒論応援キャンペーン 

オンラインでも 
  相談できるよ 
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P. 1 巻頭言 P. 2-3 図書館レイアウト変更 
P. 4 研究室訪問、アドバイザー通信、インフォメーション  

5月25日（土）、図書館7階ラーニングコモンズにて
「第1回SALA加盟館 学生協働交流 －他大学の学生と
交流を深めよう－」を開催しました。 
この交流会は、各大学の図書館業務に関わる学生が、
「交流・連携」を通し、新たな知見の獲得、人脈の拡
大、経験の蓄積など、学生生活や将来に繋がるきっか
け作りになるようSALA（埼玉県大学・短期大学図書
館協議会）の新しいイベントとして企画されました。 
1回目となった今回は、アイスブレイクやボードゲー
ムを活用し、交流を深めました。 

ライブラリーラウンジ 業務シフト表 

学生アドバイザーの業務シフト
表ができました。 
相談席は1･3･7階にあります。 
 

気軽に声を 
かけてください。 

 先生の研究室「生体分子生物学研究室」はJOSAI HUB（23号館）の6

階。室内へ入ると多くの実験機材とともに、研究対象である魚類を飼育し

ている水槽があちらこちらに置かれていました。 

 研究調査で利用されているのは医学・生物科学分野の文献データベース

「PubMed」で、論文はほぼ電子版（PDF）で読まれているとのこと。城

西大学の電子ジャーナル契約数は、同規模の私立大学と比較して多いので

助かっているというお言葉は、図書館としても大変嬉しいことでした。 

 研究以外での本も電子ブックを読まれることが多いとのことで、図書館

で契約している「電子図書館ライブラリエ」をご紹介したところ、興味を

持っていただけました。 

 なお研究室には、2022～23年度の図書館学生アドバイザーとして活動

してくれた大学院生の横川さんも所属していました（23年度修了）。先生

からも在学中、熱心に研究に取り組んでいた様子について、お褒めの言葉

をいただきました。 

 

辻仁成氏のサイン本とともに撮影。 
※巻頭言のエピソードを参照ください。 

https://libopac.josai.ac.jp/guide/libservice.html#reference
https://twitter.com/lib_josai
https://libopac.josai.ac.jp/guide/calender/calendar.pdf
https://libopac.josai.ac.jp/apply/adviser.html#Shift
https://libopac.josai.ac.jp/top/whatsold5.htm#W-240524_2


教職雑誌を雑誌コーナーへ移動。 
各雑誌のバックナンバーが探しやすくなりました。 

ブラウジングコーナー 

カウンター 

雑誌読み放題サービス 

資格試験コーナー 

雑誌コーナー 

薬剤師や管理栄養士
国家試験対策などの
本を移動しました。
資格試験の本が一か
所にまとまり、より
探しやすくなりまし
た。 

図書館のレイアウトを 

       変更しました 

清潔感のある白いカウンターにリニュー
アル。レファレンス席は、利用者がより
話しかけやすい位置に移動しました。 

空間を広く開け、新しく椅子やソファを設置。ゆったりとく
つろげるスペースに生まれ変わりました。待ち合わせや、新
書を読んだり、dマガジンを見るのに最適です。 
 

ファッション 

グルメ 
4月より父母後援会の
ご寄付による雑誌読み
放題サービス「dマガ
ジン for Biz」を利用
開 始。ス マ ホ や タ ブ
レットで1400誌以上
の雑誌が読み放題！図書館内

で利用すること
ができます。 

スポーツ 

趣味 

本を読んだり… 
 

雑誌を読んだり… 
 

勉強したり… 
 

もっと便利になった図書館を 

カウンターでiPadの 
貸出もしています 

    
     体感しに来てください 

新聞 

新聞の場所を移動し
ました。当日の新聞
はラックにかけ、ブ
ラウジングコーナー
に置かれています。 

https://libopac.josai.ac.jp/top/whatsold5.htm#W-240408

